
　

テ
ー
マ
は
「
新
時
代
を
迎

え
た
計
量
基
本
単
位
―
S
I

定
義
改
定
の
総
括
と
こ
れ
か

ら
―
」。N
M
I
J
は
こ
れ
ま

で
、
S
I
の
質
量
（　

）、
電

kg

流（
A
）、熱
力
学
温
度（
K
）、

物
質
量
（
m
o
l
）
の
、
4

つ
の
単
位
の
定
義
改
定
（
2

0
1
9
年
5
月　

日
）
に
関

20

し
て
5
回
の
講
演
会
を
開
催

し
て
き
た
が
、
今
回
は
総
括

と
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
に
焦

点
を
あ
て
る
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
ド
イ
ツ
物
理
工
学
研
究

所
（
P
T
B
）
所
長Joach

im
H
e
rm
an
n
U
llric

h

博
士
が
、
S
I
定
義
の
改

定
に
関
わ
る
情
報
と
、
定
義

改
定
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

科
学
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

及
ぼ
す
か
、
講
演
す
る
。

　

国
内
か
ら
は
、
大
学
と
企

業
の
視
点
か
ら
、
S
I
の
改

定
が
も
た
ら
す
効
果
に
つ
い

て
講
演
す
る
。
産
総
研
か
ら

は
、
質
量
、
熱
力
学
温
度
、

物
質
量
の
単
位
の
定
義
改
定

に
つ
い
て
解
説
す
る
。

【
主
催
】
産
業
技
術
総
合
研

究
所
計
量
標
準
総
合
セ
ン

タ
ー
、
計
測
標
準
フ
ォ
ー
ラ

ム【
日
時
】
2
0
2
0
年
2
月

　

日　

、　

時
～　

時　

分
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T
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P
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デ
ン

シ
テ
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保
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【
定
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】
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5
0
名

【
参
加
費
】
無
料

【
事
前
申
込
】
電
子
メ
ー
ル

で
（
方
法
は
N
M
I
J
w
e

b
サ
イ
ト
参
照
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
計
量
標

準
総
合
セ
ン
タ
ー
計
量
標
準

普
及
セ
ン
タ
ー
計
量
標
準
調

査
室
＝
電
話
0
2
9
―
8
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1
―
4
1
1
8
、
電
子
メ
ー
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■
プ
ロ
グ
ラ
ム

▽
開
会
あ
い
さ
つ
：
四
角
目

和
広
（
化
学
物
質
評
価
研
究

機
構
理
事
、
計
測
標
準

フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
）
▽
来
賓

あ
い
さ
つ
：
経
済
産
業
省
産

業
技
術
環
境
局
計
量
行
政
室

（
予
定
）
▽
【
イ
ン
ト
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
】「
本
講
演
会
の
背

景
」：
臼
田
孝（
産
業
技
術
総

合
研
究
所
計
量
標
準
総
合
セ

ン
タ
ー
総
合
セ
ン
タ
ー
長
）

▽
【
基
調
講
演
】T

h
e
re

v
ised

S
I
for
in
n
ov
at

ion
,scien

ce
an
d
th
e

se
co
n
d
q
u
an
tu
m
re

v
olu
tion

（
逐
次
通
訳
）：

Jo
a
c
h
im
H
e
rm
a
n
n

U
llrich

（
ド
イ
ツ
物
理
工

学
研
究
所
〔
P
T
B
〕
所
長
）

▽
【
招
待
講
演
】
S
D
G
s

達
成
に
貢
献
す
る
セ
ン
シ
ン

グ
技
術
を
支
え
る
計
量
標

準
：
本
多
敏
（
慶
應
義
塾
大

学
理
工
学
部
名
誉
教
授
、
S

　

2
0
1
9
年
度
（
令
和
元

年
度
）
第
1
回
計
量
行
政
審

議
会
計
量
標
準
部
会
が
、
1

月　

日
、
経
済
産
業
省
で
開

20
か
れ
、
経
済
産
業
大
臣
か
ら

諮
問
が
あ
っ
た
、
特
定
標
準

器
に
よ
る
校
正
の
取
り
や

め
、
標
準
物
質
（
有
機
標
準

液
）
の
値
付
け
の
実
施
を
答

申
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

計
量
標
準
部
会
の
審
議
結

果
は
斎
藤
保
計
量
行
政
審
議

会
会
長
に
報
告
さ
れ
、
会
長

か
ら
大
臣
へ
答
申
し
た
。
経

済
産
業
省
は
答
申
を
う
け
、

校
正
の
取
り
や
め
と
標
準
物

質
（
有
機
標
準
液
）
の
値
付

け
の
実
施
を
公
示
す
る
。

　

梶
山
弘
志
経
済
産
業
大
臣

か
ら
斎
藤
保
計
量
行
政
審
議

会
会
長
へ
の
諮
問
内
容
は
、

①
振
動
加
速
度
レ
ベ
ル
の
校

正
の
取
り
や
め
②
濃
度
（
標

準
物
質
）
の
有
機
標
準
液
の

値
付
け
の
実
施
。

　

答
申
内
容
は
、
産
業
技
術

総
合
研
究
所
が
保
管
す
る

レ
ー
ザ
干
渉
式
振
動
加
速
度

装
置
に
よ
る
校
正
を
取
り
や

め
る
。
特
定
標
準
物
質
に
ヘ

プ
タ
オ
キ
シ
エ
チ
レ
ン
ド
デ

シ
ル
エ
ー
テ
ル
標
準
液
を
指

定
し
、
特
定
標
準
物
質
を
用

い
て
お
こ
な
う
標
準
物
質
の

値
付
け
（
特
定
標
準
器
に
よ

る
校
正
等
）
を
開
始
す
る
。

N
M
I
J
国
際
計
量
標
準
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
計
量
行
政
審
議
会 

①
面

新
年
会
（
日
本
圧
力
計
温
度
計
工
業
会
、
東
京
科
学
機
器
協
会
、
愛
知
県
連
合
計

量
、
東
京
計
量
士
会
、
東
京
都
計
量
協
会
、
神
奈
川
県
計
量
協
会
） 
②
③
面

N
M
S
研
究
会
座
談
会　
 

④
⑤
面

（4）

メ
ー
ト
ル
法
の
起
源　
 

⑥
⑦
面

（4）

田
中
舘
愛
橘
と
そ
の
時
代　
　

そ
の　
 

⑧
⑨
面

（12）

12

年
頭
あ
い
さ
つ
、
寄
稿
（
矢
野
耕
也
・
中
野
廣
幸
） 
⑩
面

社
説
、
N
M
I
J
法
定
計
量
ク
ラ
ブ
、
札
幌
市
水
道
メ
ー
タ
ー 
⑪
面

計
工
連
J
I
S
セ
ミ
ナ
ー
、
体
験
学
習
、
日
本
製
衡
所
新
社
長 

⑫
面
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回
N
M
I
J
国
際
計
量
標
準

15
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

新
時
代
を
迎
え
た
計
量
基
本
単
位
―
S
I
定
義
改
定
の
総
括
と
こ
れ
か
ら
―

～
計
測
標
準
フ
ォ
ー
ラ
ム
第　

回
講
演
会
と
共
催
～

17

2
0
2
0
年
2
月　

日　

、T
K
P
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
P
R
E
M
I
U
M
神
保
町
で
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（金）

　

産
業
技
術
総
合
研
究
所
計
量
標
準
総
合
セ
ン
タ
ー
（
N

M
I
J
）
は
、
2
0
2
0
年
2
月　

日　

、
T
K
P
ガ
ー

21

（金）

デ
ン
シ
テ
ィ
P
R
E
M
I
U
M
神
保
町
で
「
第　

回
N
M

15

I
J
国
際
計
量
標
準
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
す
る
。
計

測
標
準
フ
ォ
ー
ラ
ム
第　

回
講
演
会
と
共
催
。
参
加
費
は

17

無
料
。

　

3
2
7
5
・
3
2
7
6

号
を
合
併
号
と
し
、
2
月

　

日
付
で
発
行
し
ま
す
。

16

2
0
1
9
年
度
第
1
回
計
量
行
政
審
議
会

計
量
標
準
部
会

特
定
標
準
器
に
よ
る
校
正
の
取
り
や
め
、標
準
物
質

（
有
機
標
準
液
）の
値
付
け
の
実
施
答
申

I
定
義
改
定
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
委
員
会
委
員
長
）
▽
【
講

演
】
1
3
0
年
ぶ
り
と
な
る

キ
ロ
グ
ラ
ム
の
定
義
改
定
：

藤
井
賢
一
（
産
業
技
術
総
合

研
究
所
計
量
標
準
総
合
セ
ン

タ
ー
工
学
計
測
標
準
研
究
部

門
首
席
研
究
員
）
▽
【
講
演
】

ケ
ル
ビ
ン
の
定
義
改
定
と
こ

れ
か
ら
の
熱
力
学
温
度
測

定
：
山
田
善
郎
（
産
業
技
術

総
合
研
究
所
計
量
標
準
総
合

セ
ン
タ
ー
物
理
計
測
標
準
研

究
部
門
首
席
研
究
員
）▽【
講

演
】
モ
ル
と
化
学
標
準
物

質
：
高
津
章
子
（
産
業
技
術

総
合
研
究
所
計
量
標
準
総
合

セ
ン
タ
ー
物
質
計
測
標
準
研

究
部
門
長
）
▽
【
招
待
講
演
】

さ
ら
な
る
計
量
結
果
の
信
頼

性
の
確
保
に
向
け
て
―
質
量

―
：
高
柳
庸
一
郎
（
メ
ト

ラ
ー
・
ト
レ
ド
計
量
計
測
ビ

ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
▽
閉
会
あ
い
さ

つ
：
小
畠
時
彦
（
計
測
標
準

フ
ォ
ー
ラ
ム
副
代
表
、
産
業

技
術
総
合
研
究
所
計
量
標
準

総
合
セ
ン
タ
ー
普
及
セ
ン

タ
ー
長
）




